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鶴田ダム湖のプランクトン

税 所 俊 郎 ＊ ・ 西 川哲也*＊

OntheStudyofPlanktonatTsurutaReservoir

ToshioSAIsHoandTetsuyaNIsHIKAwA

Abstract

Tsurutadamanditsreservoirwasconstructedinl964asabiggestmulti-purposereservoir
inKyushu,Japan・Thestudyofplanktonwascarriedoutatfburstationsin亜urutaReservoir

fromApriltoNovemberinl975・ZooplanktonisabundantinJulyandscarceinNovember・

PhytoplanktonarerepresentedbyBacillariophyceae，CyanophyceaeandChlorophyceae・

Somedominantspeciesareasfbllows;Ｄ柳giagﾉCMO",Ｑｚ伽‘伽PC”伽加,Ｃｂ"0‘ﾉb伽加comJ，
Pりりαγ坊γzz#γi9,,4ゆJα"伽α”0.b"#α,Ｈ伽γ伽伽α,BOS伽αん'2g加納,BOS伽α伽β鋤Ｐ８γ伽伽

6雌伽Ｃｂｍ蜘刀ｚｈ伽"成"e肋,Ｍぢﾉ"加9ｍ”〃αvar.α729"加加α,ハ〃"加加雌aandFｸzZg伽伽
“”γ2J“s･TheabundanceofplanktoninrecentyearsindicatesthatTsurutaReservoiris

rapidlybecommgeutrophic．

緒 言

鶴田ダムは鹿児島県川内川の中流にあり，その水源は遠く熊本県の国見山，白髪岳および

宮崎県の霧島山系に求めることができる．鹿児島県の伊佐盆地を貫流し川内川を経て東支那

海へ注いでいる．川内川の洪水調節および発電等を目的として，薩摩郡鶴田町の狭窄部でせ

きとめて築造されたもので西日本最大の多目的ダムである．1964年に湛水が完了しており，

上流に大口市，えびの市をかかえ，ダム湖の周辺にも農耕地，集落等が多いため，他の人造

鶴田ダム湖の概要位置：鹿児島県薩摩郡鶴田町神子
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湖に較べて酒養水の有機物含量も多いと思われる．鶴田ダム湖のプランクトンについては

かって津田（1974）により簡単に報告されているが長期にわたる季節的消長に関する資料に

は乏しい．筆者らは鹿児島県水産試験場の協力を得て1975年４月から11月まで計８回のプラ

ンクトン調査を実施したのでその結果について報告する．
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Fig.1．MapshowingthestatlonsatTsurutaReservoir．

採集調査の方法

採集および観測は第１図に示すようにダム上流からダムサイトに至るまでの計４つの地点

で実施した．時期は1975年４月から11月まで毎月１回，計８回である．プランクトンネット

は北原式定量ネット（口径22.5ｃｍ,ＸＸ１３）を使用し水深５ｍから表面までの垂直曳を行

なった．試料はホルマリン固定した後，研究室にもち帰り，沈殿量測定・個体数測定などを

実施した．植物プランクトンは細胞数を計数し，動物プランクトンは種類毎の個体数を計数

することを原則とした．ただし植物プランクトンには糸状体又は群体状で出現するものも多

く細胞数で表現しにくいものもある．そこで次の属については群体数で表わした．即ち

Sylzeam,Ｈ、"el'zα,Ｒz”γ伽,助伽γ伽,Chanophyceaeの中の各属，Bacillariophyceaeの
中の肋jbs伽,ＦｹとZgj肱血,Chlorophyceaeの中のDesmidiaceae以外の各属である．

調査結 果

１．水温

春から夏にかけて上層と下層の温度差が増加し，９月の調査では水深３５ｍ付近に水温躍
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Table１．LimnologicalconditionsofTsurutaReservoirinl975．
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税所・西川：鶴田ダム湖のプランクトン（PlanktonofTsurutaReservoir）
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Table１．（Continued）
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税所・西川：鶴田ダム湖のプランクトン(PlanktonofTsurutaReservoir）
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層が生じている．夏場の水温躍層の上部の厚さは他の湖沼（池田湖，鰻池）に比べて非常に

厚く，鶴田ダム上流の曽木大橋における水温が25.Ｃ前後であることから，当ダム湖に流入
する河川水は水温躍層より上層に影響をおよぼしていると考えられる．

２．溶存酸素量

表層水では11月12月を除いて常に過飽和の状態を示した．とくに1975年４月28日と９月２６

日には各々 144％，165％とかなりの過飽和状態を示したが何れも植物プランクトンの光合成

によるものと思われる．水深５ｍおよび１０ｍ層以下では顕著な変化がみられず飽和状態に

達することはない．下流域では夏期に２ｐｐｍ前後の底酸素層が出現することがあった．

３．水素イオン濃度指数（ｐＨ）

一般にＰＨと植物プランクトンの光合成活動は密接な関連があり炭酸ガスの影響を強く受

けている．５月および９月に表層付近でｐＨが高いのは日中光合成が活発に行なわれている
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Fig.２．TheannualchangeofwatertemperatureandofDOinTsurutaReservoir．

塾
Fig.３．TheannualChangeofTransparencyaｎｄｏｆＰＨ・inTsurutaReservoir。

ためと思われるが，ダム湖水が成層しているため水温の躍層より上部でこの傾向は顕著であ

る．一般に溶存酸素量の変化とほぼ平行した傾向を示している．

４．透明度

0.7ｍから4.1ｍの間で変化を示した．６月に透明度が低いのは降雨・洪水調節等による

濁水のためである．年間を通してみると４月から10月の間では1.0～2.0ｍで11月以降で次

第に良くなり４ｍ前後になる．
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プランクトンの季節的変動

１．沈殿量の変化

第１図にネット採集による粗沈殿量を地点別・月別に示した．これをみると1975年４月に

は平江川河口付近のＳｔ､７′とダム中流のＳｔ・４でや，多く，ダム中流のＳｔ､２は非常に少ない．

５月はダムサイト付近を除いて全般的に沈殿量が増加しており，とくにＳｔ､７′では今回の調

査期間中で最も多く26.5ｃｃを示した．６月の多雨期には洪水調節と相まって水位が下り始

める頃であり沈殿量は少くなる．８月はダムサイトを除いて他の地点では少ない．９月にな

ると４定点ともすべて沈殿量は増加し年間でもっとも多量を示した．１０月から再び減少しは

じめ，１１月は４点とも非常に少なく0.30～0.70ｃｃ程度である．調査期間を通してダムサイ

ト付近（St､8）は沈殿量の年変動が少ないがこれは水量が他の地点に比べて桁違いに大きく，

緩衝能が秀れているためといえよう．

総個体数よおび種類数の変動

動物プランクトンの総個体数は２/ﾉから2376//の間で変化した．原生動物のCarchesium

PO妙伽加,輪虫類のＣｂ"ocﾉb伽伽ＣＯγ'２sの増殖がみられた５月，７月には総個体数の著し

い増加がみられた．６月，１１月には少なくなり，それを除けば大体月平均５０Ｍ程度の出現

であった．６月に少ないのは洪水調節，および濁水によって動物プランクトンの減少を招い

たものと思われる．出現種類数は水温の上昇に伴なって増加し７月には35種，と調査期間中

最も多くみられた．水温の降下と共に種類数は減少し11月には17種であった．種類数の増減

は主に輪虫類の増減によって左右されることが多い．定点別では平江川河口のＳｔ､７′が各月
とも個体数・種類数が豊富であった．

植物プランクトンは細胞数で表わして６９～25218/jの間で変化した．珪藻のMbjbs加,鞭

毛藻のα剛如加肪"”加脆が卓越する時期（５月～11月）には総細胞数が著しく増加す

る．種類数は珪藻類が最も多く，次いで鞭毛藻の順である．種類数は６月に最も多く51種で，
その他の月では大体30種前後であった．

月別にみた動物プランクトンの変動

1975年には動物プランクトンの出現種は24種で輪虫類が最も多く全点を通じて47～57％を

占め次いで枝角類，コペポダの順であった．主要出現種は輪虫類のＡゆ上"c肋ａｓP，枝角類
ではBOS”"αん岬７℃s城,ＢＯＳ”"ゆ恋伽花畑,コペポダのCycjbpssp・等であった．５月に

なると出現率は30種でＳｔ､７'においては原生動物Ｑｚ1℃紬如加少ojblP伽加が1422/Zで67％を

占めた,Ｓｔ､７′ではこの他に輪虫類のＣｂ"ocﾉb伽ｓ”zco”ｓも多い．次いでＡ妙Zα"c肋α
P吻吻"tα,Ｂｂｓ”"αＺＯ"gjmsZγ恋，ＢＯＳ”"Qpsjs〃te湖もよく出現したがコペポダは少数で
あった．

６月では出現種は28種であるが個体数は少ないＨ降雨による流水と水位調節に起因するも
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Table２(2)．
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のと思われる．主要種はＡＳＰ〃"c肋αｐγjo伽”αであるが，その他に暖水性の輪虫類比cα"ｅ

ｌ”"α"αも出現し始めた．

７月の出現種は35種で前月よりも増加し種類数の最も多い月であった．Ｓｔ､７'（平江川）で

Cblzocﾉb伽伽ＣＯγ'zjsおよびＱＺ７℃ｈｅ血沈加帥伽,,zが増加し全個体数増加の原因となってい
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８月の出現種は25種で前月に較べて減少を示した．輪虫類のＣｂ"ochj〃ｓ”jcoγ72応が44～

46％を占め次いで原生動物のＤ棚z4gjagjb伽jbSaが多い．その他輪虫類のＢｍｃ伽"z‘ｓα'Z9．

var・ｂｊとたれsが多かった．

９月の出現種は27種類．原生動物のＤ柳z4g此zg2b6z‘んsαが50％を占め，他にＣｂ"oc腕加

必滅o"z恋が14％，枝角類のＢＯＳ”"QpsjS血娩畑が挙げられる．

１０月の出現種は25種で，コペポダおよびそのNauplius幼生が多かった．コペポダは年間
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、

を通して10月が最も多く，８２/ノから103/ノの割合で出現した．次いでＰｂｌｙαγ肋、ｔγ妙z，

Cblzoc〃伽泌城o7ｿz歯,Ｄ坊?z4gfag2b伽ﾉbsa，助”刀QPS恋〃剛j，剛e７．"zoCyjblshjﾉα伽"s，

The7ｿ?zoCycZ”s”んＯＡ"e"”およびそのNanpliusの幼生の順であった.

１１月の出現種は17種で他の月に比べて少ない．主要種はＢｂｓ”"αん昭加s紬,Ｐｂｌｙａ７･娩茄α

城g此Z,ＡゆZα"c伽asp.,剛e7”ocycj”sﾉbyα"""s等であった．

月別にみた植物プランクトンの変動

1975年４月の出現種は30種で，Ｍ肋s伽ｇ７ｚｚ”地如,Ｍ肋s加9ｍ""地tavar.α'Zg伽如加α，

Ｍ肋s加加此α等々，Ｍどんs加属を主とした珪藻類が90～96％を占めた．

５月になると出現種は35種で，４月と同様Ｍ@んs加を主とした珪藻類が植物プランクトン

の97～98％を示し，とくに中流域のＳｔ､４で多く，24638/ノを示した．主要種はＭど伽加

9ｍ""わ＃α,Ｍｅﾉbsjlaag7zz〃"jα加var.α"gz4st畑加o，Ｍｾﾉbsjm伽"cα，Ａｓ”がo"e此ｇｍｃ伽加α，

F》zZg伽z血co7zsか邸e7Zs等である．

６月には出現種は増加して51種であった．Ｓｔ､７′（平江川）ではα伽伽ｚｈ伽”伽脆お

よびＰα'@伽"α"oγ""を主とする鞭毛藻が増加し全体の70％を占めた．Ｓｔ､７′以外では珪藻

類が卓越しており81～97％を占める．全般的な現存量の減少にも拘らず種類数が増加したの

Table３．PhytoplanktonofTsurutaReservoiｒｉｎｌ９７５．
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は濁水等による付着性藻類の出現によるところが大きい．

７月になると出現種は38種であった．鞭藻類α剛如加ｈ伽"〃７２e肋,又は珪藻類Ｍ､如加

9ｍ”〃zαが主要種であったがＳｔ､８（ダムサイト付近）では藍藻類のアオコＭ沈7wys姉

αe7.249伽Csαが出現した．

８月になると出現種は29種で種類数・細胞数ともに減少する．Ｓｔ､７′付近ではα剛如加

ﾉi""伽e肋,Ｐｅγ妨伽沈坤esが卓越し,上流のＳｔ､２ではI弛g加減αsp.等の珪藻類が卓越

した．

９月の出現種は28種で主要種はα、蜘加ﾉb""α加脆が6680/ノ（61％～96％）で，次い

で緑藻のGjbeoCysZzsgZgZzsも1513/ノと多量に出現した．藻類の多量出現に伴ない昼間の酸

素溶存量およびクロロフィル量も９月28日に観測期間中の最大値を得た．

１０月の出現種は29種で全体的には珪藻類が卓越しており，植物プランクトン中の72～89％

を占めている．Ｍちんs伽ｇ７ｚＺ""地Zα,ＭどﾉbS加９ｍ”地Zavar・a7Zg肌畑加α,Ｍｾﾉbs加加"Ｃａ，
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現した．とくにＳｔ､７'（平江川）ではα、蜘加ﾉi""α加肋等の鞭毛藻類が多くみられた．

１１月の出現種は28種で珪藻類の割合が極めて高く99％，細胞数にして4414/／ないし
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森下はダム湖を底生生物によって類型わけすることを試みた．それによると鶴田ダム湖は

Tubifexsp､１１の生息するダムとされ溶存酸素は表水層では110％～130％の過飽和がみられ，
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底層では酸素がほとんど消失するＡ２型に類型されている．そしてＡ２型のダム湖では

Ｍを伽加加此α,雌伽加g7zz"血”,Ａｓ蛇吻"e肋允'ｿ?､Csα等の珪藻類が多いのがその特徴と

されている．確かに今回の鶴田ダムの調査ではMbjbs伽ｇ７Ｚｚ""地tα,ＭＥ伽加gｧＺｚ”地如var・

a7zgz4s伽加α,Ｍど伽加加"cα,が周年みられ，かつその数量も多くしばしば最優先種として

ＲＲ：ｌ－２Ｒ：３－２０＋：２１－２００Ｃ：201-200ＯＣＣ：2001＜（n/j）
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90％以上を示している．他にＡ２型に類型されるダム湖として市房ダム（熊本県)，野州川

ダム（滋賀県)，大夕張ダム（北海道)，魚架瀬ダム（高知県）等があるが，それらのダム湖

の代表的なプランクトンをみると，いずれも肋伽加９ｍ”j上zta,Ｍｾﾉbs加加"cα,α剛邸加

ｈ加刀d伽脆,６６７"edm"α等が挙がっている．これらの出現種は鶴田ダム湖でもよく出現

する代表的な種類である．つまり森下（1974）のダム湖の類型わけはもともと底生生物に基

づくものであったが，プランクトン出現種による類型わけにもよく一致するように思われる．

Ａ２型のダム湖は生物学的水質階級からみればβ中腐水性であり，水質汚濁のやや進んだダ

ム湖と考えてよい．鶴田ダム湖の富栄養化或いは水質汚染の原因となる発生汚濁負荷量を考

えてみよう．鹿児島県環境局の調査（1974～）によると鶴田ダム湖の分水嶺内人口は２市５

町で計76764人でこの他に家畜飼育頭数は豚が85600頭，牛が17960頭と推定されている．こ

こに住む人達の生活排水および大規模養豚場をはじめとする工場・事業場の排水が鶴田ダム

に流入している．この結果，発生汚濁負荷量は県の調査によれば次のように試算されている．

鶴田ダム湖水域

鹿児島県水域

宮崎県水域

合計

ＢＯＤｋ日ＣＯＤｋｇ日Ｔ－ｋｇ日

２７０８１ ６ ６ ９ ６ ４ １

１２９２６８４３３０

４０００２３５３９７１

Ｔ－Ｐｋｇ/日

１９８

５８

２５６

鹿児島県では鶴田ダム湖の水質調査を1974年以降継続して行なっているがその結果によ

ると鶴田ダムは夏期に成層し，秋になるとこの成層がくずれて上下層が混合し水質的には均

一化されるというパターンを示している．夏期の成層時の状態は躍層がほぼ水深２０～30ｍ

付近にでき，上流から流入する河川水はこの層の上部即ち水深１０～20ｍ付近に流入する．

また躍層下の水は溶存酸素量，ｐＨ等にみられるように完全に停滞している．この成層して

いるときの表層水の特徴は溶存酸素量が飽和状態になっていることおよびそのｐＨが9.0前

後と高いことである．この原因は前述したとおり植物プランクトン（とくに珪藻類）の光合

成作用の影響が大きいことが考えられる．そして夏期に水質の悪化が目立ち，場所によって

も違いがあるが湖沼の環境基準Ａ類型からしばしばＢ類型に該当する水質になることさえ

ある．湖沼標式による湖沼分類によれば明らかに富栄養湖の様相を呈していると云えよう・

鶴田ダム湖を夏に訪れた人は湖の表面に浮んだ多量の浮草（ホテイアオイ）に驚かされる．

初夏の頃まず下流域に発生しダムの水位が上るとともに次第に中流から上流へと異常発生が

広がりついには大口市に近い「曽木の滝」の滝つぼ周辺まで見わたす限りホテイアオイにお

おわれてしまう．これはまさしく東南アジアの大河川下流域でみられる発生状況と変ること

がなく，’'月頃までこの状態が持続する．現状のまま放置すると鶴田ダムの水質汚染は更に

進行することが予測され一たん汚染が進行するとその後の回復は極めて困難であろう．ダム

湖の水質悪化に伴ってプランクトンや細菌類の異常増殖が起り下流域では取水している上水

道の異臭発生の原因となることも懸念される．ダム人造湖は湛水後数年間はプランクトン生

産が増大する場合が多いといわれ，しばしば植物プランクトンによる水の華の現象も各地の
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ダムでみられている．水没してしばらくは土壌や樹林からの栄養溶出が続くからであろう．

しかし有機物も分解が進むと次第に畜積は減少してゆくことになる．そしてその後のダム湖

水の生物生産経済は上流より運ばれる物質と湖水および湖底に含まれる物質によって支えら

れる（森下，1974）ことになろう．鶴田ダムは1964年に湛水を完了しているから既に湖令も

調査時で10年に達している．しかし富栄養化の傾向はゆっくりではあるがまだ進行しつつあ

るようにみえる．ダム湖への流人汚濁負荷が水質にどのような影響を与えているか，鶴田ダ

ム湖自身の自然浄化作用の機構はどうなっているか等について今後とも注意深く見守って

ゆく必要がある．
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